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① この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては抽出できない場合もあり
ます。データに関しては保障しておりません。

② 抽出した核酸には目的以外の核酸（例：DNA抽出には RNA）が含まれています。

DF-2 
大腸菌からのフォスミドDNA抽出

プロトコル

QuickGeneのカートリッジへ全量添加

フォスミド DNA回収（回収液量：50 μl ）

転倒混和 5回で混ぜる *2

上清（約 330 μl）を、320 μlの LDPを分取してある新しいマイクロチューブに移す

ボルテックスでよく混ぜる：30秒（最大回転数） 
軽くスピンダウン

NDP：140 μl

転倒混和 5回で混ぜる *2

軽くスピンダウン

ボルテックスでよく混ぜる（最大回転数）
軽くスピンダウン

RDP混合液（RDP + EDP01*1）：100 μl

ADP：100 μl

2.0 ml 遠心用マイクロチューブ中に形質転換大腸菌をペレット化する 

ライセート完成

*2 ADPまたは NDP添加直後、
チューブを転倒して混ぜてくださ
い。
溶液は、チューブを穏やかに 5回
転倒することで混ぜなければなり
ません。溶液をボルテックスする
と、染色体 DNAが抽出されます。
もしチューブを振ると、多くのゲ
ノム DNAがプラスミド DNAと
共に抽出されます。しかし、この
時の混和が不十分だと収量が減り
ます。

*1 EDP-01全量を RDPボトルに添
加。

*この段階で 5分以上は放置しないでください。

18,000×g、10分、室温

使用装置の プロトコル参照
QuickGene-Mini 80*3へ

結果

電気泳動図
データなし

フォスミド DNAの収量
データなし

タンパク質の混入：A260/280
データなし

カオトロピック塩の混入：A260/230
データなし

その他
データなし

共通プロトコルサンプル

プラスミド

QuickGene Plasmid kit SⅡ（PL-S2）

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合
もあります。データに関しては保障しておりません。
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 抽出にはRNA）が含まれています。

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合
もあります。データに関しては保障しておりません。
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 分離にはRNA）が含まれています。

*3 本事例は旧機種で取得したデータ
も含まれます。
その他QuickGeneシリーズでもこ
のプロトコルをご参考頂けます。


